[bookmark: _y2xg6sr0svid]スポット清掃契約書

依頼者　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、清掃業者　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が乙に委託するスポット清掃業務について、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _w3dadmmvk493]第1条（目的）
本契約は、甲が管理、所有又は使用する建物、施設その他の対象場所について、乙が単発又は臨時の清掃業務を実施するにあたり、業務内容、作業条件、料金、責任範囲その他必要な事項を定め、円滑な業務遂行を図ることを目的とする。

[bookmark: _mk2hp9wm9nan]第2条（委託業務）
1. 甲は乙に対し、次に定める清掃業務（以下「本業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
	項目
	内容

	清掃場所
	

	建物・施設名
	

	清掃実施日
	年　　　月　　　日

	作業時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	作業予定人数
	名

	清掃内容
	□ 床清掃　□ カーペット清掃　□ ガラス清掃　□ 水回り清掃　□ 厨房清掃　□ その他（　　　　　　）


2. 
本業務の詳細な作業範囲、清掃方法、使用する資機材その他の仕様については、本契約、見積書、仕様書、作業指示書その他甲乙間で合意した書面又は電磁的記録により定める。
3. 本契約に明示されていない清掃作業、設備の修理、廃棄物の大量処分、特殊な薬剤又は機材を必要とする作業その他通常の清掃業務の範囲を超える作業は、本業務に含まれないものとする。

[bookmark: _7m323foztc5b]第3条（業務の実施）
1. 乙は、本契約及び甲乙間で合意した作業内容に従い、善良な管理者の注意をもって本業務を実施する。
2. 乙は、建物、設備、什器、備品その他清掃対象物の材質及び状態に配慮し、適切な方法により作業を行うものとする。
3. 乙は、本業務の実施に必要な人員を配置し、作業員に対して必要な指示及び管理を行う。
4. 甲が施設管理上又は安全管理上必要な作業ルールを定めている場合、乙は事前に通知された合理的な範囲のルールを遵守するものとする。

[bookmark: _5jhp9a3x0a7z]第4条（作業前の確認）
1. 甲及び乙は、本業務の開始前に、必要に応じて清掃箇所、汚れの程度、対象物の材質、設備の状態、作業スペース、搬入経路その他作業に必要な事項を確認する。
2. 甲は、乙による本業務の遂行に影響する可能性のある設備の故障、破損、特殊な材質、危険物の存在その他の事情を認識している場合、あらかじめ乙に通知するものとする。
3. 作業開始後に、事前確認では判明しなかった著しい汚損、設備の劣化、破損、危険箇所その他本業務の遂行に重大な影響を与える事情が判明した場合、乙は作業を一時中断し、甲と対応を協議することができる。

[bookmark: _vnfir6hdh0cm]第5条（甲の協力義務）
甲は、本業務を円滑に実施するため、次の事項について必要な協力を行うものとする。
1. 作業場所への立入り及び搬入経路の確保
2. 作業対象箇所周辺の貴重品、重要書類その他必要な物品の移動又は保管
3. 電気、水道その他作業に必要な設備の使用
4. セキュリティ設備、入退館方法その他施設利用上必要な情報の提供
5. その他本業務の実施に合理的に必要となる事項

[bookmark: _mv574xpksvud]第6条（清掃料金及び支払方法）
1. 本業務の料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	清掃料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	追加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）／□ なし

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 本契約締結後、甲の依頼により作業内容又は作業範囲が追加又は変更された場合、乙は甲に対し追加料金を請求することができる。
3. 前項の場合、乙は、可能な限り追加作業を開始する前に、その内容及び追加料金を甲に説明し、甲の承諾を得るものとする。

[bookmark: _ovjwruad3r5]第7条（作業内容の変更）
1. 本業務の開始後、汚れの程度、対象物の状態、建物の構造その他事前に確認することが困難であった事情により、予定した方法での清掃が困難又は不適切であることが判明した場合、乙は甲にその旨を説明し、甲乙協議のうえ清掃方法又は作業内容を変更することができる。
2. 前項の変更により追加費用又は作業時間の延長が必要となる場合、甲乙協議のうえ、その条件を定めるものとする。

[bookmark: _rlldwxbeukxa]第8条（汚れ等の除去に関する確認）
1. 甲は、汚れ、染み、カビ、水垢、油汚れ、錆、変色、臭いその他の状態について、その原因、経過期間、材質への浸透又は劣化等により、通常の清掃作業を実施しても完全に除去できない場合があることを確認する。
2. 乙は、特定の汚れ、染み、臭い等について完全な除去を保証する旨を別途明示的に合意した場合を除き、その完全な除去を保証するものではない。
3. 通常の清掃方法では除去が困難であり、特殊清掃、補修、交換その他の対応が必要となる場合、甲乙協議のうえ別途対応を定める。

[bookmark: _fmx6gpcl0fj0]第9条（既存の傷・劣化等）
1. 甲は、清掃対象物に経年劣化、変色、腐食、傷、ひび割れ、剥離、接着力の低下その他の既存不具合がある場合、通常の清掃作業によってこれらが顕在化する場合があることを確認する。
2. 乙は、本業務開始前に通常確認可能な範囲で対象物の状態を確認するものとする。
3. 乙が通常の注意をもって本業務を実施したにもかかわらず、対象物自体の経年劣化、施工不良、材質上の問題その他乙の責めに帰することのできない事情により生じた損傷について、乙は責任を負わない。

[bookmark: _3ead4l8hj0im]第10条（什器・備品等の取扱い）
1. 甲は、現金、有価証券、貴金属、重要書類、精密機器その他の貴重品について、本業務開始前に安全な場所へ移動又は保管するものとする。
2. 大型家具、設備、什器その他容易に移動できない物品については、甲乙協議のうえ、そのままの状態で清掃し、又は別途料金により移動作業を行うものとする。
3. 乙は、甲から特別な指示を受けた物品について、合理的な範囲で注意して取り扱うものとする。

[bookmark: _h3rkjauum9p3]第11条（電気・水道等の使用）
甲は、本業務の実施に必要な範囲において、乙が作業場所の電気、水道、給排水設備その他必要な設備を無償で使用することを認める。ただし、別途合意した場合はこの限りでない。

[bookmark: _ab1kzo7o4kt8]第12条（廃棄物の取扱い）
1. 本業務によって通常発生する軽微なごみその他の廃棄物については、甲乙間で合意した方法により処理する。
2. 大量の廃棄物、粗大ごみ、産業廃棄物、危険物その他通常の清掃作業では処理できない物品については、別途甲乙間で処理方法及び費用を定めるものとする。
3. 法令上、乙が収集、運搬又は処分することができない廃棄物については、甲の責任において適法に処理するものとする。

[bookmark: _47470a6utaih]第13条（作業の中止又は延期）
1. 天災地変、停電、断水、施設への立入り不能、設備故障、危険物の発見その他乙が安全に本業務を実施することが困難であると合理的に判断した場合、乙は本業務の全部又は一部を中止又は延期することができる。
2. 前項の場合、甲乙は、必要に応じて代替の作業日時その他の対応について協議する。

[bookmark: _dclm16m9iy7f]第14条（キャンセル）
1. 甲が本業務をキャンセルする場合は、速やかに乙へ通知するものとする。
2. キャンセル料については、次のとおりとする。ただし、甲乙が別途合意した場合は、その定めによる。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	作業日の3日前まで
	□ 無料　□ 清掃料金の　　　％

	作業日の前々日・前日
	清掃料金の　　　％

	作業日当日
	清掃料金の　　　％

	作業開始後
	清掃料金の100％


3. 乙が既に資機材の手配、外注その他本業務のための実費を負担している場合、その取扱いについては甲乙協議のうえ定める。

[bookmark: _6wzgb7xgdesi]第15条（再委託）
1. 乙は、本業務の全部又は一部について、業務上必要な場合には第三者に再委託することができる。ただし、甲があらかじめ再委託を禁止している場合又は甲の施設管理上特別な制限がある場合は、甲乙協議のうえ定める。
2. 乙は、再委託先に対し、本契約に基づき乙が負う義務のうち再委託業務に必要な義務を遵守させるものとする。

[bookmark: _irbwn02hlqzh]第16条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本業務に関連して知り得た相手方の営業上、技術上その他業務上の非公知情報を、相手方の承諾なく第三者に開示又は漏えいしてはならない。
2. 乙は、本業務に従事する作業員及び再委託先に対しても、必要な秘密保持義務を遵守させるものとする。
3. 本条の規定は、本契約終了後も合理的に必要な期間存続する。

[bookmark: _ywp0bfo73efb]第17条（事故及び損害への対応）
1. 乙は、本業務の実施中に建物、設備、什器、備品その他甲又は第三者の財産を破損した場合、速やかに甲へ報告するものとする。
2. 乙の責めに帰すべき事由により甲に損害が生じた場合、乙は、その損害について法令及び本契約に従い賠償責任を負う。
3. 甲の指示、対象物の既存不具合、通常予見することのできない材質上の問題その他乙の責めに帰することのできない事由による損害については、乙は責任を負わない。

[bookmark: _gy7ptzdbet0]第18条（作業完了及び確認）
1. 乙は、本業務が終了したときは、必要に応じて甲に作業完了を報告する。
2. 甲は、乙から作業完了の報告を受けた後、合理的な範囲で作業内容を確認するものとする。
3. 本業務の内容が合意した作業内容に適合していないことが確認された場合、甲乙はその内容を確認し、乙の責めに帰すべき場合には、乙は合理的な範囲で再清掃その他必要な対応を行うものとする。

[bookmark: _872ftyqgznuu]第19条（契約の解除）
甲又は乙は、相手方が本契約に重大な違反をし、相当の期間を定めて是正を求めたにもかかわらず是正されない場合、本契約の全部又は一部を解除することができる。ただし、違反の性質上是正が困難である場合その他重大な事情がある場合は、催告を要しないものとする。

[bookmark: _60m223n98xrq]第20条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら及びその役員等が暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲又は乙は、相手方が前項に違反したことが判明した場合、何らの催告を要することなく本契約を解除することができる。

[bookmark: _l59u9p4dh5cx]第21条（不可抗力）
天災地変、火災、感染症の拡大、交通機関の重大な障害、法令又は行政上の措置その他当事者の合理的な支配を超える事由により、本契約上の義務の全部又は一部を履行できない場合、当該当事者は、その責めに帰することのできない範囲について責任を負わない。

[bookmark: _bjwsc9st3i8u]第22条（契約期間）
本契約は、本契約締結日から本業務及びこれに伴う甲乙双方の義務が完了するまで有効とする。ただし、その性質上契約終了後も存続すべき条項については、契約終了後も有効に存続する。

[bookmark: _garllauuixhi]第23条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _8wo27ovzzh8k]第24条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は、日本法に準拠し、日本法に従って解釈される。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、甲乙が別途合意する　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約成立の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印又は署名のうえ各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、本契約の電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結し、各自その電磁的記録を保管する。

　　　　年　　　月　　　日

甲（依頼者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（清掃業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　

